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「夢、無限大」感動おばま

【今月の題字】小浜美郷小学校６年生 飛
とびなが

永 一
い つ き

樹 くん 【写真】「鯖を運ぶ男」と来館者（食文化館）

ふたつの日本遺産を
生かしたまちづくり
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ふたつの日本遺産を
生かしたまちづくり

　■問い合わせ　文化課☎64・6034

文
化
財
は
「
保
存
」
か
ら
「
活
用
」
へ

　

こ
れ
ま
で
、
各
地
に
残
る
伝
統
行
事
や
建
築
物

と
い
っ
た
文
化
財
は
、
保
存
・
継
承
し
て
い
く
こ

と
が
重
要
視
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
近
年

は
全
国
的
に
文
化
財
を
保
存
す
る
だ
け
で
な
く
、

地
域
振
興
や
観
光
交
流
な
ど
に
活
用
す
る
方
針
へ

と
変
わ
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。

　

そ
の
目
的
は
、
人
々
が
文
化
財
に
触
れ
る
機
会

を
増
や
し
、
地
域
の
歴
史
や
文
化
に
対
す
る
理
解

を
深
め
る
こ
と
や
、
経
済
的
な
利
益
に
よ
っ
て
地

域
社
会
を
発
展
さ
せ
、
持
続
可
能
な
保
存
に
つ
な

げ
る
こ
と
に
あ
り
ま
す
。

２
つ
の
「
日
本
遺
産
」
が
あ
る
小
浜

　

国
で
は
、
平
成
27
年
、
地
域
に
残
る
文
化
財
や
伝
統
文

化
、
背
景
に
あ
る
歴
史
的
経
緯
な
ど
を
「
物
語
」
と
し

て
ま
と
め
、
そ
の
魅
力
を
国
内
外
に
発
信
し
観
光
交
流

や
地
域
活
性
化
に
活
用
す
る
制
度
「
日
本
遺
産
（Japan

H
eritage

）」
を
開
始
し
ま
し
た
。

【特集】ふたつの日本遺産を生かしたまちづくり

全
国
に
先
駆
け
て
地
域
計
画
を
作
成

　

市
で
は
、
平
成
30
年
に
文
化
財
保
護
法
が
改
正

さ
れ
た
こ
と
を
受
け
、
文
化
財
の
保
存
・
活
用
に

つ
い
て
方
針
を
定
め
る
「
小
浜
市
文
化
財
保
存
活

用
地
域
計
画
」
を
全
国
に
先
駆
け
て
作
成
し
ま
し

た
。

　

計
画
で
は
、
地
域
の
宝
で
あ
る
文
化
財
を
守
り

伝
え
続
け
る
た
め
に
、
観
光
客
や
研
究
者
と
い
っ

た
文
化
財
に
興
味
を
持
つ
人
と
、
地
域
住
民
、
行

政
が
連
携
し
て
、
文
化
財
の
保
存
と
活
用
を
両
立

し
た
地
域
づ
く
り
に
取
り
組
む
こ
と
を
目
指
し
て
、

今
後
10
年
間
の
整
備
や
活
用
の
方
針
を
示
し
て
い

ま
す
（
下
図
参
照
）。

　

本
市
は
「
海
と
都
を
つ
な
ぐ
若
狭
の
往
来
文
化
遺
産
群

〜
御
食
国
若
狭
と
鯖
街
道
〜
」
が
日
本
遺
産
第
１
号
と
し

て
認
定
さ
れ
、
30
年
に
は
「
荒
波
を
越
え
た
男
た
ち
の
夢

計画の概要（イメージ）

人と自然との
たゆまぬ共生

御食国
若狭の成立

神仏習合の
社寺と暮らし

京へつながる
鯖街道

海に開かれた
小浜城下町

日本遺産を生かすために
小浜市文化財保存活用地域計画を作成

地域住民、文化財に興味を持つ人、行政が連携 ストーリーを活かして、活用と保存を両立

が
紡
い
だ
異
空
間
〜
北
前
船
寄
港
地
・
船
主
集
落
〜
」
に

も
追
加
認
定
。
県
内
で
唯
一
、
ふ
た
つ
の
日
本
遺
産
を
も

つ
地
域
と
な
り
ま
し
た
。

　

市
で
は
、
日
本
遺
産
を
生
か
し
た
ま
ち
づ
く
り
に
取
り

組
ん
で
い
る
ほ
か
、
官
民
が
連
携
し
た
取
り
組
み
や
、
住

民
主
導
の
取
り
組
み
も
盛
ん
に
行
わ
れ
て
お
り
、
こ
う
し

た
活
動
は
全
国
か
ら
も
注
目
を
浴
び
て
い
ま
す
。

　

今
回
は
、
２
つ
の
日
本
遺
産
を
生
か
し
た
ま
ち
づ
く
り

の
取
り
組
み
に
つ
い
て
特
集
し
ま
す
。

北前船寄港地・船主集落追
加認定を祝うセレモニー（平
成 30 年 5 月 24 日・食文化館）

・小浜湾が生む景観
・蒼島暖地性植物群落
・若狭蘇洞門

　　　　　　など

・製塩遺跡群
・へしこなれずしなど
　の伝統食の製造技法
　　　　　　など

・多田ケ岳一帯に広が
　る社寺群
・お水送りなどの行事

　　　　　　など

・起点 小浜の湊町
・最古の鯖街道 針畑峠
・文化財の道 周山街道

　　　　　　など

・伝統的な町並み
・祭りと伝統産業
・城下町の歴史と文化

　　　　　　など

文化財を活かしながら守る

・学術的な調査研究
・文化財への指定 など

守る

・文化財の整備
・行事や技術の継承 など

活かす

・観光資源に活用
・関連市町と連携 など

知る・見つける

小浜の歴史文化をまとめた５つのストーリー

地域にある文化財について

行政

地域住民 興味を持つ人

保存・継承

情報や体験の提供

理解や啓発

観光などによる消費

専門的な調査

口コミなどで発信

連携した
地域づくり
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【特集】ふたつの日本遺産を生かしたまちづくり

鯖
街
道
の
「
は
じ
ま
り
」
を
生
か
す

「
起
点
の
地
」
を
ス
タ
ー
ト
ラ
イ
ン
に

　

市
内
で
は
、
鯖
街
道
の
「
起
点
」
い

づ
み
町
商
店
街
（
広
峰
）
か
ら
「
終
点
」

京
都
出
町
商
店
街
を
目
指
し
て
、
街
道

の
踏
破
を
目
指
す
マ
ラ
ソ
ン
や
ウ
オ
ー

キ
ン
グ
イ
ベ
ン
ト
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

中
で
も
「
鯖
街
道
ウ
ル
ト
ラ
マ
ラ
ソ

ン
」
は
、
平
成
７
年
か
ら
続
い
て
お
り
、

日
本
遺
産
認
定
を
契
機
に
鯖
街
道
の
活

用
に
関
わ
る
住
民
団
体
が
結
束
し
て
、

全
国
か
ら
集
ま
っ
た
ラ
ン
ナ
ー
を
も
て

な
す
イ
ベ
ン
ト
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

海
と
都
を
つ
な
ぐ
若
狭
の
往
来
文
化
遺
産
群

〜
御
食
国
若
狭
と
鯖
街
道
〜

　

本
市
を
含
む
若
狭
地
方
は
、
古
代
よ

り
都
へ
塩
や
海
産
物
を
運
ぶ
「
御
食
国
」

と
し
て
栄
え
、
都
の
食
文
化
を
支
え
る

物
流
の
要
と
な
っ
た
街
道
は
「
鯖
街
道
」

と
呼
ば
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
若
狭
は
大
陸
か
ら
日
本
列
島

へ
と
続
く
「
海
の
道
」
と
、
都
へ
と
至

る
「
陸
の
道
」
鯖
街
道
が
つ
な
が
る
拠

点
で
も
あ
り
ま
し
た
。

　

人
々
の
行
き
来
に
よ
り
伝
わ
っ
た
食

や
芸
能
、
建
物
、
工
芸
な
ど
の
文
化
は
、

今
な
お
私
た
ち
の
生
活
の
中
に
息
づ
い

て
い
ま
す
。

も
の
が
た
り

市民団体主催の「鯖街道体験ウオー
キング」でいづみ町商店街を出発
する参加者（平成 30 年 5 月 12 日 )

鯖
街
道
の
「
つ
な
が
り
」
を
生
か
す

世
界
と
つ
な
が
る
鯖
街
道

　

日
本
在
住
の
外
国
人
が
、
動
画
や
写

真
で
京
都
の
伝
統
文
化
や
名
所
を
海
外

へ
発
信
す
る
「
Ｄデ

ィ

ス

カ

バ

ー

ｉ
ｓ
ｃ
ｏ
ｖ
ｅ
ｒ　

Ｋキ

ョ

ー

ト

ｙ
ｏ
ｔ
ｏ
」。
世
界
中
か
ら
１
０
０
０

万
件
以
上
の
「
い
い
ね
！
」
が
寄
せ
ら

れ
て
い
る
同
編
集
部
の
Ｓ
Ｎ
Ｓ
「
Ｋキ

ョｙ

ｏー

ト
ｔ
ｏ　

Ｆフ

ァ

ン
ａ
ｎ
」
で
は
、
京
都
以
外

で
唯
一
、
本
市
を
紹
介
。
京
都
と
の
関

係
性
や
、
歴
史
や
自
然
の
魅
力
が
世
界

中
に
発
信
さ
れ
て
い
ま
す
。

鯖
街
道
の
「
道
の
り
」
を
生
か
す

街
道
沿
い
で
地
域
を
あ
げ
た
お
も
て
な
し

　

遠
敷
地
区
で
は
、
住
民
が
中
心
と

な
っ
て
、
鯖
街
道
を
盛
り
上
げ
る
さ
ま

ざ
ま
な
取
り
組
み
を
実
施
し
て
い
ま

す
。

　

古
民
家
を
改
修
し
た
ま
ち
づ
く
り
拠

点
施
設
「
ふ
る
さ
と
茶
屋　

清
右
ヱ
門
」

（
池
田
）
で
は
、
地
区
内
を
通
る
鯖
街

道
の
一
部
「
丹
後
街
道
」
の
歴
史
や
景

観
を
生
か
し
た
ま
ち
づ
く
り
イ
ベ
ン
ト

「
丹
後
街
道
に
ぎ
わ
い
フ
ェ
ス
」
な
ど
、

多
種
多
様
な
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
。

　

ま
た
、
近
年
ハ
イ
カ
ー
た
ち
に
人
気

の
針
畑
峠
登
山
道
に
は
、
案
内
看
板
の

設
置
や
、休
憩
所
「
助
太
郎
」（
上
根
来
）

を
整
備
す
る
な
ど
、
地
域
を
あ
げ
て
鯖

街
道
を
生
か
し
た
ま
ち
づ
く
り
を
進
め

て
い
ま
す
。

「丹後街道にぎわいフェス」では
修験者が街道を案内（平成 31 年
3 月 2 日・若狭彦神社）

　いづみ町に「鯖街道ミュージアム」
がオープンします。鯖街道のルート
を表現したポケットパークや、飛び
出すサバのトリックアートなど、誰
もが楽しめる仕掛けがいっぱいの博
物館です。
　3 月 8 日㊐の「鯖の日」に合わせ

小浜で獲れた魚は一塩された
あと、一昼夜かけて京の都へ
と届けられた

起点の地から鯖街道を発信！

再
び
食
材
と
食
文
化
の
発
信
地
に

　

か
つ
て
小
浜
は
、
大
量
の
サ
バ
が
漁

獲
さ
れ
て
京
都
へ
と
運
ば
れ
、
今
や
京

料
理
の
定
番
と
な
っ
た
「
鯖
寿
司
」
や
、

郷
土
料
理
の
「
へ
し
こ
」
を
は
じ
め
と

す
る
数
多
く
の
食
文
化
を
生
ん
だ
、
食

材
と
食
文
化
の
発
信
地
で
し
た
。

　

市
で
は
、日
本
遺
産
認
定
を
契
機
に
、

官
民
が
連
携
し
て
最
先
端
の
情
報
通
信

技
術
を
用
い
た
サ
バ
養
殖
に
取
り
組
む

「
鯖
、
復
活
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を
開
始
。

こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
か
ら
は
、
京
都
の

酒
蔵
か
ら
仕
入
れ
た
酒
か
す
を
混
ぜ
た

え
さ
で
育
て
た
「
小
浜
よ
っ
ぱ
ら
い
サ

バ
」
が
誕
生
し
ま
し
た
。

　

酒
か
す
を
与
え
る
こ
と
で
生
ま
れ
た

独
特
の
風
味
は
、
首
都
圏
や
京
都
の
料

理
店
な
ど
か
ら
も
好
評
を
博
し
て
お

り
、
小
浜
が
再
び
食
の
発
信
地
と
し
て

注
目
を
さ
れ
て
い
ま
す
。

「鯖街道ミュージアム」がオープンします！
鯖街道でつながるエリアが共同開催

小浜会場イベント概要

【と　き】3 月８日㊐ 9 時 30 分〜 15 時
【ところ】道の駅「若狭おばま」（和久里）
【内　容】各地の特産品や鯖街道スープ

                　の販売、サバにちなんだ各種
                イベントなど

【問い合わせ】道の駅「若狭おばま」☎ 56・3000

若狭高校生が開発した
JAXA 宇宙日本食認証の
サバ缶も販売するよ！

（数量限定）

　３月の第２日曜日は「鯖街道の日」！

小浜から京都市大原を経て、出町商

店街へと至るまでの沿線エリア一帯

が連携して、沿線各所の道の駅など 6

カ所で鯖街道の歴史を楽しむイベン

トを同時開催します。

「鯖街道の日プロジェクト」を実施します！

Discover Kyoto 編集部の
メンバー

　

新
鮮
な
魚
介
や
美
し
い
海
、
仏
像

な
ど
重
要
文
化
財
を
間
近
に
拝
観
で

き
る
神
社
仏
閣
、
に
ぎ
や
か
な
放
生

祭
、
人
の
優
し
さ
と
お
も
て
な
し
に

触
れ
ら
れ
る
小
浜
が
大
好
き
で
す
。

　

私
た
ち
が
感
動
し
た
こ
の
ま
ち
を

日
本
の
遺
産
と
し
て
世
界
中
に
知
っ

て
も
ら
い
た
い
で
す
。

活
用
の
取
り
組
み

世
界
中
に
小
浜
の
魅
力
を
伝
え
た
い

　

私
た
ち
は
、
遠
敷
の
歴
史
情
緒
あ

ふ
れ
る
景
観
の
保
存
と
活
用
の
た
め
、

こ
れ
ま
で
清
右
ヱ
門
を
拠
点
に
、
伝

統
行
事
に
合
わ
せ
た
企
画
展
示
や
、

ウ
オ
ー
キ
ン
グ
イ
ベ
ン
ト
の
休
憩
所

と
し
て
参
加
者
を
も
て
な
す
な
ど
、

さ
ま
ざ
ま
な
催
し
を
行
っ
て
き
ま
し

た
。

　

県
内
外
か
ら
訪
れ
た
大
勢
の
人
々

の
喜
ぶ
顔
を
見
る
と
、「
遠
敷
」
と
い

う
地
域
が
持
つ
可
能
性
を
感
じ
て
う

れ
し
く
な
り
ま
す
。

　

地
元
の
若
者
が
、
催
し
に
参
加
し

た
こ
と
を
き
っ
か
け
に
そ
の
後
の
活

動
に
も
加
わ
る
な
ど
、
活
動
に
よ
る

好
循
環
も
生
ま
れ
て
お
り
、
地
域
の

連
帯
を
生
む
こ
と
に
も
つ
な
が
っ
て

い
ま
す
。

遠敷丹後街道まちなみ保存推進会
芝
し ば た

田明
あきかず

和さん（66 歳・池田・写真右）
赤
あかさき

﨑弘
ひろあき

明さん（50 歳・池田・写真左）

活
動
を
通
じ
て

地
域
が
持
つ
可
能
性
を
感
じ
た

まちづくりに取り組む人たちの声

て同館のオープニングイベントを行い
ます。みなさんの来場をお待ちしてい
ます！

【イベント概要】
　11 時〜 記念式典、テープカット
　1

い い

1 時 3
さ ば

8 分〜 オープン、 展示説明　
　※先着 100 人にクリアファイルをプレゼント

完成予想図。日本遺産の
ガイダンス施設の手前に
ポケットパークを配置

編集部から本市へメッセージ
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北
前
船
が
も
た
ら
し
た
技
術
を
生
か
す

贅
と
技
術
の
粋
を
極
め
た
邸
宅
跡

　

北
塩
屋
区
に
は
、
北
前
船
の
船
主
で
、

日
本
有
数
の
廻
船
問
屋
で
も
あ
っ
た
古

河
屋
の
邸
宅
「
護ご

し
ょ
う
え
ん

松
園
」（
旧
古
河
屋

別
邸
）
の
一
部
が
残
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

特
別
公
開
の
際
に
は
、
贅ぜ

い

を
尽
く
し

て
し
つ
ら
え
た
ふ
す
ま
絵
や
、
高
度
な

建
築
設
計
の
も
と
で
柱
を
少
な
く
し
、

庭
を
広
く
見
渡
せ
る
縁
側
な
ど
を
見
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

荒
波
を
越
え
た
男
た
ち
の
夢
が
紡
い
だ
異
空
間

〜
北
前
船
寄
港
地
・
船
主
集
落
〜

現
代
に
伝
わ
る
帆
船
の
技
術

　

北
前
船
の
寄
港
地
で
は
、
荷
と
し
て

運
ば
れ
る
生
産
物
の
産
業
が
発
展
す
る

と
同
時
に
、
造
船
や
修
理
の
技
術
も
大

い
に
発
展
し
ま
し
た
。

　

本
市
で
も
造
船
業
が
栄
え
、
市
内
神

社
に
残
る
北
前
船
の
模
型
「
船ふ

な
だ
ま玉
」
や

明
治
時
代
の
船
団
の
写
真
な
ど
貴
重
な

資
料
の
数
々
は
、
全
国
で
木
造
帆
船
の

研
究
や
復
元
に
活
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

往
年
の
主
要
産
業
を
後
世
に
伝
え
る

　

か
つ
て
、
市
の
主
要
産
業
と
し
て
隆

盛
を
誇
り
、
北
前
船
で
全
国
各
地
へ
と

出
荷
さ
れ
た
若
狭
瓦
。
市
内
は
も
ち
ろ

ん
、
北
海
道
小
樽
市
な
ど
で
も
、
昭
和

初
期
ご
ろ
ま
で
に
建
て
ら
れ
た
建
物
の

屋
根
瓦
に
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

日本遺産の魅力、届けます！

　今回、インタビューに応じてくれたみなさん

をはじめ、日ごろ、日本遺産を生かしたまちづ

くり活動に取り組む各種団体が、力を合わせて

２つの日本遺産の魅力を PR します。

若狭だるま窯を守る会
藤
ふじもと

本 重
しげひろ

博 代表
（71 歳・谷田部）

貴
重
な
遺
構
に
触
れ
ら
れ
る
環
境
を

　

当
社
は
、
小
浜
に
も
寄
港
し
た
北
前
船
の

復
元
船
「
み
ち
の
く
丸
」
な
ど
古
い
帆
船
の

復
元
や
、
全
国
の
寄
港
地
や
大
学
が
連
携
し

た
学
術
研
究
に
携
わ
っ
て
い
ま
す
。

　

古
く
か
ら
日
本
海
側
最
大
の
港
と
し
て
栄

え
た
小
浜
が
持
つ
歴
史
の
魅
力
や
優
れ
た
技

術
を
掘
り
起
こ
し
、
後
世
へ
伝
え
て
い
き
た

い
で
す
ね
。

　３月７日㊏・８日㊐と、14 日㊏・15 日㊐の２

週にわたって、「日本遺産」をテーマに市内の各

所をつないださまざまな体験や名物を提供する

イベントを開催します！

「へしこ博士」小
こ さ か

坂教諭（若狭
高校）の講演会と、鯖街道の未
来を語るタウンミーティング

７日㊏ 18 時〜 20 時

旭座前夜祭
「未来へ・宇宙へつながる鯖街道」

川崎エリアで、青果の競り
見学や七輪焼き、アンコウ
汁などを楽しみましょう

７日㊏ 8 時〜 12 時

海の駅にぎわい朝市

鯖街道のまち遠敷の幸がいっ
ぱい！雪室で貯蔵した日本酒
やしし鍋を楽しみましょう

8 日㊐ 10 時〜 15 時

遠敷丹後街道
まちなみ賑わいフェス

古地図を片手に、我が国
最大級の港町だった小浜
を歩きます。先着 20 人。

8 日㊐ 13 時〜 14 時 30 分

港町まちあるき探検
〜古地図を手に小浜湊を歩く〜

鯖街道の魅力を発信する
拠点が、起点のいづみ町
にオープン。詳しくは P4

8 日㊐ 11 時〜 12 時

鯖街道ミュージアム
オープニングイベント

桂
かつら

塩
しおだい

鯛、林
はやしや

家小
こそめ

染ほかの名人
芸をお楽しみに。まちの駅旭座
☎ 52・1000 まで要事前申込

8 日㊐ 14 時〜 16 時

旭座上方落語会

若狭から北前船で運ばれた
主要産品「若狭瓦」の置物
作りを体験します

14 日㊏ 10 時〜 12 時

若狭瓦ワークショップ

カメラを通じて北前船のゆ
かりの地や街並みなどの歴
史文化に触れるツアー

14 日㊏ 10 時〜 16 時

北前船に出会う
ローカルラーニングツアー

護松園を舞台に、全国の寄港地を
巡るチェンバロ奏者、明

あけら

楽みゆき
さんのコンサートを行います

15 日㊐ 14 時〜

KITAMAE 浪漫

県内外の寄港地６市町が名
物販売などのブースを出展
します

15 日㊐ 10 時〜 15 時

旭座！北前船大集合

北前船の歴史を感じる津島倉
庫で、カフェと若狭瓦などの
展示会を開きます

14 日㊏ 10 時〜 16 時
15 日㊐ 11 時〜 12 時

みなと KURA 
cafe&gallary 護松園の特別公開、食文化館

の企画展示「北前すごろく」、
各会場をめぐるスタンプラ
リーなどを実施します

ほかにも、両日ともさ
まざまなイベントが！

桑田テント株式会社
桑
く わ た

田 博
ひろとし

敏 代表取締役
（51 歳・清滝）

小
浜
の
歴
史
や
技
術
を
後
世
へ

　

国
内
で
15
基
ほ
ど
し
か
残
っ
て
い
な
い
と

さ
れ
る
だ
る
ま
窯
の
う
ち
、
２
基
が
口
名
田

地
区
に
あ
り
、
本
会
が
平
成
26
年
に
１
基
を

復
元
し
て
か
ら
は
、
全
国
の
研
究
者
が
視
察

に
訪
れ
て
い
ま
す
。

　

ゆ
く
ゆ
く
は
も
う
１
基
の
復
元
や
周
辺
整

備
を
行
い
、
誰
も
が
貴
重
な
遺
構
に
触
れ
ら

れ
る
環
境
を
つ
く
り
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

北前船の廻船問屋、古河屋の邸宅「護松園」。
建物や庭園が県文化財に指定されている

復元された「だるま窯」。形状が
達
だ る ま

磨大師が座禅を組んだ姿に似てい
ることから名付けられたといわれる

　

口
名
田
地
区
に
は
、
こ

の
若
狭
瓦
を
生
産
し
た

「
だ
る
ま
窯
」
が
今
も

残
っ
て
お
り
、
地
元
の
有

志
が
窯
の
保
存
や
、
瓦
の

産
地
で
あ
っ
た
こ
と
を

伝
承
す
る
こ
と
に
力
を

注
い
で
い
ま
す
。

　

日
本
海
や
瀬
戸
内
海
湾
岸
に
は
、
積

み
荷
で
商
い
を
し
て
巨
万
の
富
を
築

き
、〝
動
く
総
合
商
社
〟と
い
わ
れ
る「
北

前
船
」
の
寄
港
地
や
船
主
集
落
と
な
っ

た
港
町
が
点
在
し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
港
町
に
は
、
荷
と
と
も
に

各
地
の
人
や
文
化
も
運
び
込
ま
れ
た
こ

と
で
、
遠
方
に
も
関
わ
ら
ず
、
ま
ち
の

つ
く
り
や
祭
礼
・
芸
能
な
ど
に
多
数
の

共
通
点
が
見
ら
れ
、
独
自
の
魅
力
を
有

し
て
い
ま
す
。

3.8(sun)
3.7(sut)

3.15(sun)
3.14(sut)

※　   は事前申込が必要。詳しくは文化課まで問い合わせてください（旭座上方落語会については、まちの駅）

有志でつくる「鯖街道ランナーズ」
が、往時と同じ一昼夜で京都まで
小浜よっぱらいサバを運びます

6 日㊎〜７日㊏

小浜から都へ！
鯖運び復活プロジェクト

申 申

申

申

も
の
が
た
り

活
用
の
取
り
組
み

まちづくりに取り組む人たちの声

OBAMA STORY LOOP

〜港町若狭小浜日本遺産フェスティバル〜

鯖街道ウィーク

北前船ウィーク
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嶺南地域で捕獲されたシカを活用したジビエ給
食を児童らが堪能（西津小学校・1 月 21 日）

市内全小中学校でジビエ給食を実施

Photo フォトニュース

News

節分の日に鬼にふんした宮川青年クラブのメン
バーが同地区の子育て世帯を訪問（加茂・2 月 3 日）

家に来た「鬼」を払って福を呼び込む

北陸新幹線を生かしたまちづくりを考える「新幹
線講座」に約 110 人が参加（中央公民館・2 月 8 日）

感動できる小浜づくりを考えよう

「二
は つ か こ う

十日講」で竜に見立てた勧
かんじょうづな

請綱を集落の入り口
に張り区内安全と五穀豊穣を祈願（荒木・1 月 20 日）

県海浜自然センター（若狭町）の体験講座で参加者が
若狭カキの養殖見学やカキむきに挑戦（仏谷・2 月 8 日）

竜に見立てた綱で区内安全の願い込めるカキの養殖学び環境保全の意識高める

火災や災害対策に活用を
L
ライオンズクラブ

C 国際協会 334-D 地区が若狭消防組合にドロー
ン 2 台を贈呈（若狭消防組合消防本部・2 月 4 日）

1 月 26 日の「文化財防火デー」を前に地域住民らが永
源寺で文化財防火訓練に取り組む（田烏・1 月 25 日）

地域の宝を一丸となって守る

今年も豊年・豊作間違いなし
地中に埋めたクリなどの木の実で１年の作柄を占う「オ
イケモノ神事」が執り行われる（加茂神社・2 月 9 日）

市内ＮＰＯ法人らが復活を目指す「若狭桐
き り ゆ

油」を
初めて使用。放

ほうぜまつり

生祭の山
や ま

車を修繕（鹿島・1 月 22 日）

幻の特産品の復活を目指す

市スポーツ少年団の合同体力テストで小学生 139 人が
立ち幅跳びなど 5 種目に挑戦（市民体育館・1 月 25 日）

自らの記録に挑戦

小 浜 美 郷 小 学 校 PTA 役 員 1 1 人 が 児 童 の 講 習
会を前にたいまつ作りを学ぶ（神宮寺・2 月 2 日）

ふるさと小浜 MIRAI 事業の発表会で 5 年生が考え
た地域活性化策を市長に提案（今富小学校・2 月 2 日）

お水送りの準備も佳境

サバ入りの中華まんで小浜を PR
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小浜市役所
〒 917-8585 小浜市大手町 6-3
☎ 0770-53-1111( 代 )
FAX 0770-53-0742( 代 )
HP https://www1.city.obama.fukui.jp/ 

市民の皆さんのくらしに役立つ情報をお届けします

くらしの情報
まちの駅「旭座」イベント情報

※ 3月予定の主なものをお知らせします
お
知
ら
せ

■琴
きんじょうりゅう

城流大正琴「ハーモニーあすわ」
35 周年記念コンサート

　▶とき　3 月 28 日㊏ 13 時 30 分〜
　▶出演　琴

きんれいかい

鈴会（小浜市）、音
お ん わ か い

和会、ふ
　　　　　きのとう、たんぽぽ、L

ラ

a. セー
　　　　　ニョ（いずれも福井市）など
　▶料金　無料
　問文化会館☎ 53・9700

くらしの情報

イ
ベ
ン
ト

商
工
観
光
課

軽
自
動
車
の
廃
車
に
つ
い
て

税
務
課
☎️
64
・
６
０
０
４

　

軽
自
動
車
税
は
毎
年
４
月
１
日
現
在
の

軽
自
動
車
（
原
動
機
付
自
転
車
を
含
む
）

の
所
有
者
に
対
し
て
課
税
さ
れ
ま
す
。

　

廃
車
な
ど
の
際
に
は
、
基
準
日
前
に
販

売
店
な
ど
に
引
き
渡
し
た
場
合
で
も
、
軽

自
動
車
税
（
種
別
割
）
申
告
書
に
記
載
さ

れ
た
年
月
日
で
判
定
さ
れ
ま
す
。
廃
車
処

理
の
進
捗
状
況
に
つ
い
て
は
販
売
店
な
ど

に
確
認
す
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　

の
携
帯
電
話
、デ
ジ
タ
ル
カ
メ
ラ
、ゲ
ー

　

ム
機
器
、
携
帯
音
楽
プ
レ
ー
ヤ
ー
、
電

　

卓
な
ど
（
電
池
、
電
動
工
具
、
パ
ソ
コ

　

ン
、
Ｃ
Ｄ
な
ど
の
記
憶
媒
体
、
テ
レ
ビ

　

な
ど
の
家
電
リ
サ
イ
ク
ル
法
の
対
象
品

　

目
は
対
象
外
）

※
雨
天
決
行
。
古
着
は
雨
に
ぬ
れ
な
い
よ

　

う
に
持
ち
込
ん
で
く
だ
さ
い
。
対
象
以

　

外
の
ご
み
は
受
け
付
け
で
き
ま
せ
ん

　

市
で
は
、
燃
や
す
ご
み
の
減
量
化
、リ

サ
イ
ク
ル
の
推
進
を
図
る
た
め
、無
料
で

古
着
・
廃
小
型
家
電
を
回
収
し
ま
す
。

▼
と
き　

3
月
14
日
㊏
９
時
〜
12
時

▼
と
こ
ろ　

ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー（
谷
田
部
）

▼
対
象　
【
古
着
】
洗
濯
さ
れ
た
衣
類
全

　

般
（
下
着
、
靴
下
、
毛
布
、
ふ
と
ん
、

　

タ
オ
ル
な
ど
は
対
象
外
）　

　
【
廃
小
型
家
電
】
回
収
ボ
ッ
ク
ス
投
入

　

口
（
15
㌢
×

25
㌢
）
に
入
る
大
き
さ

古
着
・
廃
小
型
家
電
の
回
収

環
境
衛
生
課
☎️
64
・
６
０
１
６

▼
と
き　

３
月
8
日
㊐
13
時
30
分
〜

▼
と
こ
ろ　

文
化
会
館（
大
手
町
）

▼
内
容　

ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
フ
レ
ン
ズ
と
若
狭

　

ギ
タ
ー
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
に
よ
る
コ
ン
サ
ー
ト

▼
料
金　

無
料

▼
と
き　

３
月
3
日
㊋
〜
６
日
㊎
（
６
日

　

は
15
時
ま
で
）

▼
と
こ
ろ　

庁
舎
市
民
ホ
ー
ル（
大
手
町
）

▼
内
容　

小
浜
市
華
道
連
合
会
の
い
け
ば

　

な
展
「
風
ひ
か
る  

花
ひ
か
る
」

▼
料
金　

無
料

ホ
ワ
イ
エ
コ
ン
サ
ー
ト

つ
き
イ
チ
「
バ
ラ
エ
テ
ィ
ー
」

文
化
会
館
☎️
53
・
９
７
０
０

文
化
会
館
☎️
53
・
９
７
０
０

「
お
水
送
り
」交
通
規
制
・
バ
ス
運
行

商
工
観
光
課
☎️
64
・
６
０
２
１

【
交
通
規
制
】

▼
と
き　

３
月
２
日
㊊
19
時
〜
21
時
30
分

　

予
定
（
松
明
行
列
の
時
間
帯
）

▼
区
間　

神
宮
寺
交
差
点
〜
鵜
の
瀬
橋

【
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
運
行
】

①
小
浜
駅
前
発
・
神
宮
寺
行　

　

17
時
45
分
〜（
満
車
に
な
り
次
第
出
発
）

▼
料
金　

片
道
８
０
０
円

②
竜
前
臨
時
駐
車
場
発
・
神
宮
寺
行

　

17
時
〜
18
時
50
分
（
随
時
運
行
）

▼
料
金　

片
道
２
０
０
円

※
帰
り
の
便
は
神
事
終
了
後
に
鵜
の
瀬
ポ

　

ケ
ッ
ト
パ
ー
ク
か
ら
出
発
し
ま
す
。
詳

　

し
く
は
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い

職
場
で
の
悩
み
ご
と
無
料
相
談
会

商
工
観
光
課

　
解
雇
・
賃
金
な
ど
、
労
使
関
係
の
悩
み

や
不
安
な
こ
と
に
つ
い
て
、
労
働
問
題
の

専
門
家
が
相
談
に
応
じ
ま
す
。

▼
と
き　

３
月
22
日
㊐

　
　
　
　
13
時
30
分
〜
16
時
30
分

▼
と
こ
ろ　

敦
賀
市
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

　
（
敦
賀
市
）

▼
問
い
合
わ
せ　

県
労
働
委
員
会
事
務
局

　

☎
０
７
７
６
・
20
・
０
５
９
７

※
秘
密
厳
守
、
申
込
不
要

■問い合わせ　市立図書館（白鬚）☎ 52・1042

しりつとしょかん おはなしかい

とき　3 月 14 日㊏
　　　① 10 時 30 分〜
　　　② 11 時〜
内容　① 0 〜 2 歳向け
　　　② 3 歳以上向け

おばま児童文学会「風夢」の
おはなし会

とき　3 月 28 日㊏ 11 時〜

■
市
立
図
書
館
　
今
月
の
イ
ベ
ン
ト

5 階児童室にて、
おひなさまを展示中です。

ぜひ、見に来てねー！

　

を
し
た
場
合
は
、
そ
の
翌
日
か
ら
令
和

　

３
年
３
月
31
日
ま
で

▼
共
済
掛
金
　
１
人
５
０
０
円

▼
資
格　

市
に
住
民
登
録
を
し
て
い
る
人

▼
加
入
方
法
　
共
済
掛
金
と
申
込
書
を
生

　

活
安
全
課
ま
た
は
福
井
銀
行
県
内
各
支

　

店
の
窓
口
へ
提
出

　

交
通
災
害
共
済
は
、
交
通
事
故
で
被
害

に
遭
っ
た
と
き
、
傷
害
の
程
度
に
よ
り
見

舞
金
が
支
払
わ
れ
る
制
度
で
す
。

▼
共
済
期
間
　
４
月
１
日
〜
令
和
３
年
３

　

月
31
日
※
４
月
１
日
以
降
に
申
し
込
み

交
通
災
害
共
済
加
入
受
付
中

生
活
安
全
課
☎️
64
・
６
０
０
７

乾
燥
肥
料
の
無
料
配
布

衛
生
管
理
所
☎️
52
・
１
５
２
２

　

し
尿
を
処
理
し
た
後
に
で
き
る
「
乾
燥

肥
料
」
を
無
料
で
配
布
し
ま
す
。

▼
と
き　

3
月
９
日
㊊
〜
19
日
㊍
い
ず
れ

　
も
９
時
〜
16
時
※
土
・
日
を
除
く

▼
と
こ
ろ　

衛
生
管
理
所
（
荒
木
）

※
申
込
不
要

※
開
封
後
は
早
め
に
散
布
し
、
必
ず
覆ふ

く
ど土

　

し
て
く
だ
さ
い
。
野
外
保
管
の
際
は
必

　

ず
シ
ー
ト
な
ど
で
覆
っ
て
く
だ
さ
い

　

小
学
生
か
ら
高
校
生
、
そ
の
家
族
や
教

師
の
皆
さ
ん
、
日
ご
ろ
の
思
い
や
悩
み
を

電
話
や
面
接
で
相
談
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

弁
護
士
や
医
師
が
相
談
に
応
じ
ま
す
。

▼
と
き　

３
月
８
日
㊐
10
時
〜
20
時

▼
と
こ
ろ　

チ
ャ
ン
ネ
ル
Ｏ
（
津
島
）

▼
相
談
専
用
番
号　

52
・
７
２
３
１
、
52
・

　

７
２
３
２
（
当
日
の
み
の
臨
時
電
話
）

※
相
談
無
料
、
秘
密
厳
守

※
詳
し
く
は
、
グ
ル
ー
プ
「
ポ
ケ
ッ
ト
に

　

夢
い
っ
ぱ
い
」
代
表
の
柴し

ば
た田
叔よ

し
こ子
さ
ん

　

☎
０
９
０
・
２
０
３
３
・
３
９
０
４

小
浜
・
子
ど
も
の
悩
み
１
１
０
番

教
育
総
務
課

健
康
・
福
祉

国
民
健
康
保
険
加
入
者
の
個
別
特
定
健
診

健
康
管
理
セ
ン
タ
ー
☎️
52
・
２
２
２
２

　
本
年
度
ま
だ
特
定
健
診
を
受
診
し
て
い

な
い
40
歳
〜
74
歳
の
国
民
健
康
保
険
加
入

者
は
、
県
内
の
指
定
医
療
機
関
で
個
別
に

受
診
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

▼
申
し
込
み　

県
内
指
定
医
療
機
関
（
詳

　

し
く
は
健
康
管
理
セ
ン
タ
ー
）

▼
受
診
期
限　

３
月
31
日
㊋

※
受
診
時
に
、
受
診
券
と
健
康
保
険
証
を
持

　

参
し
て
く
だ
さ
い

※
受
診
券
を
紛
失
し
た
人
に
は
再
発
行
し
ま

　

す
の
で
、
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い

子
ど
も
予
防
接
種
週
間

健
康
管
理
セ
ン
タ
ー
☎️
52
・
２
２
２
２

　
３
月
１
日
㊐
〜
７
日
㊏
は
「
子
ど
も
予

防
接
種
週
間
」
で
す
。
未
接
種
の
予
防
接

種
が
あ
る
場
合
、
こ
の
期
間
を
利
用
し
て

接
種
し
ま
し
ょ
う
。

※
協
力
医
療
機
関
な
ど
、
詳
し
く
は
県
の

　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（https://w

w
w

.pref.

　

fukui.lg.jp/doc/kenkou/kodom
o

　

-yobousessyu.htm
l

）
を
参
照

ひ
と
り
親
家
庭
の
皆
さ
ん
へ

子
ど
も
未
来
課
☎️
64
・
６
０
１
３

　
市
母
子
寡
婦
福
祉
連
合
会
で
は
、入
学
・

卒
業
・
進
級
の
お
祝
い
会
を
「
わ
か
さ
わ
ん

親
子
自
然
教
室
」と
兼
ね
て
開
催
し
ま
す
。

▼
と
き　

３
月
15
日
㊐
10
時
〜

▼
と
こ
ろ　

国
立
若
狭
湾
青
少
年
自
然
の

　

家
（
田
烏
）
※
送
迎
バ
ス
あ
り

▼
対
象　

本
年
小
学
校
へ
入
学
、
ま
た
は

　

中
学
校
を
卒
業
、
も
し
く
は
各
学
年
に

　

進
級
す
る
児
童
・
生
徒
と
そ
の
保
護
者

▼
定
員　

市
内
の
ひ
と
り
親
家
庭
の
親
子

　

先
着
20
人

▼
料
金　

無
料

▼
申
込
期
限　

３
月
９
日
㊊

▼
申
し
込
み　

同
連
合
会
長
の
小こ

す
み⻆
さ
ん

　

☎
52
・
６
６
５
１
ま
た
は
子
ど
も
未
来
課

　

市
で
は
、
経
済
的
理
由
に
よ
り
就
学
が

困
難
な
児
童
・
生
徒
に
対
し
て
支
援
を

行
っ
て
い
ま
す
。

▼
対
象
項
目　

新
入
学
用
品
費
、
学
用
品

　

費
、
通
学
用
品
費
、
修
学
旅
行
費
、
校

　

外
活
動
費
、
給
食
費
、
学
校
病
医
療
費

※
対
象
者
は
、
同
一
生
計
家
族
の
収
入
額

　

に
よ
っ
て
認
定
す
る
た
め
、
申
請
し
て

　

も
該
当
し
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す

経
済
的
に
就
学
困
難
な

児
童
・
生
徒
に
対
す
る
支
援

教
育
総
務
課
☎️
64
・
６
０
３
２

　

市
で
は
、介
護
予
防
推
進
の
た
め
、地
域

で
「
い
き
い
き
百
歳
体
操
」
に
取
り
組
む

団
体
に
、
必
要
な
備
品
を
購
入
す
る
た
め

の
費
用
を
助
成
し
ま
す
。

▼
対
象　

年
間
12
回
以
上
、
高
齢
者
な
ど

　

が
集
う
場
を
自
主
的
に
開
催
し
、
い
き

　

い
き
百
歳
体
操
を
実
施
す
る
団
体

　

※
65
歳
以
上
の
参
加
者
が
５
人
以
上
含

　
　

ま
れ
る
こ
と
　

▼
助
成
内
容　

体
操
を
実
施
す
る
た
め
に

　

必
要
な
備
品
（
Ｄ
Ｖ
Ｄ
プ
レ
ー
ヤ
ー
、

　

テ
レ
ビ
、イ
ス
な
ど
）
の
購
入
費
用
（
上

　

限
３
万
円
、
１
回
の
み
）

※
初
め
の
４
回
は
、
体
操
の
指
導
と
必
要

　

物
品
の
貸
し
出
し
あ
り

集
い
の
場
づ
く
り
モ
デ
ル
支
援
事
業

参
加
団
体
募
集

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
☎️
64
・
６
０
１
５



農地・農業を未来につなぐ
農業委員・農地利用最適化推進委員を募集します

  毎日の通勤・通学に

ＪＲ小浜線を利用しましょう

広報おばま　令和 2 . 3 ⓬⓭ 広報おばま　令和 2 . 3

市民の皆さんのくらしに役立つ情報をお届けします くらしの情報

◆ JR 小浜線利用助成の一部

詳しくは、担当課まで問い合わせてください

※農地などの利用の最適化 … ①農業の担い手への耕作農地の集積・集約化、②耕作放棄地の発生防止・解消、③新規就農の促進

■問い合わせ　北陸新幹線・総合交通推進課☎ 64・6067

■問い合わせ
農林水産課☎ 64・6022

受 講 料　14,000 円（年間 20 回分。講座により教材費などは別途必要）
申込期限　3 月 31 日㊋（申込人数によっては開講できない場合あり）

■問い合わせ　働く婦人の家☎ 52・7002

時間帯 講座名 実施日 内　容

午前の部
10 時〜12 時

やさしいオカリナ 第 1・3 水曜 初心者でも手軽に楽しめるオカリナで、素朴な音色を奏でましょう

パッチワーク 第 2・4 土曜 基本から学び、さまざまなパッチワークを作ります

午後の部
13 時 30 分
〜15 時 30 分

水彩画 第 1・3 火曜 水彩画の楽しさ、描画の基本を学びます

ハワイアンキルト
第 2・4 土曜

アップリケが中心のキルティングを学びます

着物着付け 着付けの基礎を学びます（※15時〜 17時）

夜の部
19 時 30 分
〜 21 時 30 分

楽しいコーラス
第 1・3 水曜

歌いたい曲がどんどん歌えるように。みんなと一緒に歌いましょう

やさしいヨーガ 無理のない動きと呼吸法で心と体を整えます

茶道 第 2・4 金曜 茶道を通じて日本の伝統文化を学びます

 咲楽館（働く婦人の家） 

令和 2 年度 年間講座受講生募集！

宝くじの助成金で
整備しました

宝くじ普及広報事業として、（一財）
自治総合センターからの助成で、下
根来区が「お水送り行事」のための
備品などを整備しました。

▶整備備品　かがり火籠（大・中・小）
　　　　　　  各10台、のぼり旗80本、
　　　　　　  ポール 10 本、はんてん
　　　　　　  50 着、チェーンソー 8 台、
　　　　　　  刈払機 1 台

■問い合わせ  市民協働課☎ 64・6009

対象者 助成額 限度額

定期券または往復乗車券の
購入者（住所用件なし）

市営駅前駐車場の

無料提供（小浜駅）

往復乗車
券購入者
は16Ｈ/台

市内に居住する高校生
などを養育する保護者

JR 小浜線通学定期
購入額の 15％

※ひとり親家庭などの
    場合は購入額の 80％

なし

農業委員 農地利用最適化推進委員（推進委員）

主な
職務内容

■ 将来の農業を見据えた集落・地域での話し合いの調整
■ 農地などの利用の最適化※を推進
■ 農地利用最適化推進協議会にて他の委員との活
　 動内容や情報の共有
■ 毎月開催の農業委員会に出席し、農地の権利移
　 動、転用などについて審議
■ 研修会への参加　　　　　　　　　　　　など

■ 将来の農業を見据えた集落・地域での話し合いの調整
■ 各担当地域における農地などの利用の最適化※

 　を推進
■ 農地利用最適化推進協議会にて他の委員との活
　 動内容や情報の共有
■ 研修会への参加
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 など

任期 令和２年 7 月 20 日〜 5 年 7 月 19 日

募集人数 10 人 15 人（担当の地区あり）

報酬 基本給　月額 15,000 円（会長、副会長は別途規定）
（農地集積や耕作放棄地解消などの成果により、追加報酬の可能性あり）

　市では、ＪＲ小浜線を利用する人に対してさまざまな助成を
実施しています。また、３月 14 日のダイヤ改正では、朝の通勤・
通学時間帯の列車が増便されるなど利便性が向上します。
　助成制度を活用して、ＪＲ小浜線を利用しましょう。

※改正時刻について、詳しくはＪＲ時刻表を参照してください

募集期間　3 月 10 日㊋〜 4 月 10 日㊎
応募方法　所定の用紙（農林水産課または各公民館に
　　　　　設置。市公式ホームページでもダウンロー
　　　　　ド可）を同課まで提出
※農業委員と推進委員は、どちらにも推薦・応募はできますが
　兼職はできません
※年齢・性別は問いません。青年や女性も積極的に応募してください

　農業委員、推進委員の制度や推薦・募集につい
ての説明会を開催します。興味がある人は気軽に
参加してください。

と　き　3 月 6 日㊎  19 時〜
ところ　庁舎 4 階大会議室（大手町）

募
集

▼
と
き　

３
月
19
日
㊍
、
20
日
㊎
㊗

　
　
　
　
い
ず
れ
も
10
時
〜
13
時

▼
と
こ
ろ　

食
文
化
館（
川
崎
三
丁
目
）

▼
テ
ー
マ　

春
の
発
酵
・
薬
膳

▼
内
容　

土
佐
酢
ピ
ク
ル
ス
、
穴
子
と
ゴ

　

ボ
ウ
の
和
風
グ
ラ
タ
ン
、
タ
コ
め
し
、

　

梅
麹こ

う
じ

で
作
る
谷
田
部
ネ
ギ
の
ぬ
た
、
へ

　

し
こ
の
香
味
サ
ラ
ダ

▼
定
員　

各
先
着
30
人

▼
料
金　

１
０
０
０
円

▼
申
込
期
限　

実
施
日
の
３
日
前

季
節
の
調
理
体
験（
３
月
編
）

御
食
国
若
狭
お
ば
ま
食
文
化
館
☎
53
・
１
０
０
０

▼
と
き　

３
月
18
日
㊌
14
時
〜
15
時
30
分

▼
と
こ
ろ　

中
央
公
民
館
（
大
手
町
）

▼
内
容　

お
も
て
な
し
の
心
〜
外
国
人
に

　

伝
わ
る
地
域
の
魅
力
紹
介
方
法
〜

▼
講
師　

生い
く
し
ま島
あ
ゆ
み
さ
ん
（
全
国
通
訳

　

案
内
士
）

▼
料
金　

無
料

第
８
回
成
人
大
学
講
座

生
涯
学
習
ス
ポ
ー
ツ
課
☎
64
・
６
０
３
３

は
ら
ペ
コ
キ
ャ
ン
プ

ｗ
ａ
ｋ
ａ
ｓ
ａ
ｗ
ａ
ｎ
ス
ポ
ー
ツ
フ
ェ

ス
タ
〜
フ
ッ
ト
サ
ル
を
楽
し
も
う
〜

　

国
立
若
狭
湾
青
少
年
自
然
の
家
で
は
、

「
自
然
の
中
で
暮
ら
す
」
を
目
的
に
し
た

キ
ャ
ン
プ
を
開
催
し
ま
す
。

　

思
い
出
作
り
に
友
達
同
士
で
参
加
し
て

み
ま
せ
ん
か
。

▼
と
き　

３
月
28
日
㊏
〜
30
日
㊊
二
泊
三
日

▼
と
こ
ろ　

国
立
若
狭
湾
青
少
年
自
然
の

　

家
（
田
烏
）

▼
内
容　

テ
ン
ト
や
か
ま
ど
、
足
湯
づ
く

　

り
や
夜
間
の
森
の
探
検
な
ど

▼
対
象　

小
学
３
〜
５
年
生

▼
定
員　

先
着
30
人

▼
参
加
費　

３
８
０
０
円

▼
申
込
期
限　

３
月
14
日
㊏
13
時

▼
申
し
込
み　

国
立
若
狭
湾
青
少
年
自
然

　

の
家
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

※
一
泊
だ
け
や
グ
ル
ー
プ
で
の
参
加
も
可

　

能
で
す
。
詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
て
く

　

だ
さ
い

▼
と
き　

３
月
14
日
㊏
〜
15
日
㊐
一
泊
二
日

▼
と
こ
ろ　

国
立
若
狭
湾
青
少
年
自
然
の

　

家
（
田
烏
）

▼
対
象　

ど
な
た
で
も
参
加
可
能

▼
参
加
費　

２
７
０
０
円
（
宿
泊
代
、
食

　

事
代
、
懇
親
会
代
）
※
宿
泊
や
食
事
を

　

し
な
い
人
は
そ
れ
ぞ
れ
の
経
費
が
か
か

　

り
ま
せ
ん
。
小
学
生
以
下
の
食
費
は
30

　
円
減
額

▼
申
込
期
限　

３
月
６
日
㊎

※
申
込
方
法
な
ど
詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ

　

て
く
だ
さ
い

国
立
若
狭
湾
青
少
年
自
然
の
家
☎️
54
・
３
１
０
０

国
立
若
狭
湾
青
少
年
自
然
の
家
☎️
54
・
３
１
０
０



広報おばま　令和 2 . 3 ⓮⓯ 広報おばま　令和 2 . 3

男子卓球部　キャプテン

仲
間
と
と
も
に
勝
利
を
つ
か
む

（小浜第二中学校 2年生）

　

２
年
生
７
人
、
１
年
生
10
人
が
所
属
す

る
小
浜
第
二
中
学
校
の
男
子
卓
球
部
で

キ
ャ
プ
テ
ン
を
務
め
る
久
保
く
ん
。
卓
球

に
打
ち
込
ん
で
い
た
兄
の
姿
に
憧
れ
て
、

中
学
校
入
学
を
機
に
競
技
を
始
め
ま
し
た
。

　

上
級
生
が
引
退
し
、
キ
ャ
プ
テ
ン
を
任
さ

れ
た
際
に
は
、「
や
る
か
ら
に
は
全
力
で
務

め
よ
う
」
と
決
意
。「
壁
に
ぶ
つ
か
る
こ
と

も
あ
り
ま
し
た
が
、
先
生
や
仲
間
た
ち
の
支

え
も
あ
り
、
乗
り
越
え
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
」
と
感
謝
の
思
い
を
口
に
し
ま
す
。

　

プ
レ
ー
ス
タ
イ
ル
は
、
温
厚
な
性
格
と

は
対
照
的
に
サ
ー
ブ
を
得
意
と
す
る
攻
撃

型
。「
仕
掛
け
た
攻
撃
が
成
功
す
る
な
ど
、

思
惑
通
り
の
プ
レ
ー
が
で
き
る
と
気
持
ち

が
い
い
で
す
。
足
の
動
き
を
ス
ム
ー
ズ
に

す
る
こ
と
が
今
後
の
課
題
」
と
語
り
ま
す
。

　
「
部
で
は
、
み
ん
な
で
声
を
出
し
て
盛
り

上
げ
る
な
ど
、
い
い
雰
囲
気
で
す
。
春
季

の
大
会
に
向
け
て
気
持
ち
が
上
が
っ
て
き

て
い
る
」
と
自
信
を
の
ぞ
か
せ
る
久
保
く

ん
。
目
標
は
、「
地
区
大
会
の
団
体
の
部
で

優
勝
を
果
た
し
、
全
員
で
県
大
会
に
出
場

す
る
こ
と
。
チ
ー
ム
が
持
つ
、
こ
こ
一
番

で
の
強
さ
を
武
器
に
勝
利
を
つ
か
み
取
り

た
い
」
と
力
強
く
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

久
く ぼ

保 浩
こ う た

太 く
ん

燃えろ！青春！部活道若プロフェッショナル！働く　　者

笑
顔
や
感
謝
の
言
葉
が
原
動
力
に

（25歳・丸山）

　

小
浜
市
社
会
福
祉
協
議
会
で
デ
イ
サ
ー

ビ
ス
利
用
者
の
介
護
に
努
め
る
岩
﨑
さ
ん
。

３
世
代
同
居
の
家
庭
に
育
ち
、
高
齢
者
と

の
関
わ
り
が
好
き
だ
っ
た
こ
と
か
ら
、
同

施
設
で
の
介
護
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
経
験
を
経

て
就
職
。
こ
の
冬
、４
年
目
を
迎
え
ま
し
た
。

　
「
入
職
当
初
は
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能

力
な
ど
自
身
の
力
不
足
を
痛
感
し
た
」
と
い

う
岩
﨑
さ
ん
。
一
方
で
、「
仕
事
を
つ
ら
い

と
感
じ
た
こ
と
は
な
く
、
皆
さ
ん
の
笑
顔
や

『
あ
り
が
と
う
』
の
言
葉
が
原
動
力
に
な
っ

て
い
ま
す
。
も
っ
と
頑
張
ろ
う
と
い
う
気
持

ち
が
湧
い
て
く
る
」
と
笑
顔
を
み
せ
ま
す
。

　

人
と
人
と
が
関
わ
る
介
護
の
現
場
。
大
切

に
し
て
い
る
の
は
、
相
手
の
気
持
ち
を
一

番
に
考
え
る
こ
と
。「
人
は
誰
し
も
性
格
や

背
景
が
異
な
り
ま
す
。
普
段
か
ら
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
密
に
し
て
、
そ
の
人
に

寄
り
添
っ
た
ケ
ア
を
心
掛
け
て
い
ま
す
」

　

休
日
は
ヨ
ガ
で
気
持
ち
を
集
中
さ
せ
、

心
身
の
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
を
図
っ
て
い
る
と

い
う
岩
﨑
さ
ん
。
目
標
を
尋
ね
る
と
、「
押

し
付
け
る
の
で
は
な
く
、
で
き
な
い
こ
と

を
フ
ォ
ロ
ー
す
る
な
ど
、
各
人
に
合
わ
せ

た
支
援
・
行
動
が
で
き
る
ス
タ
ッ
フ
に
な

り
た
い
で
す
」
と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

岩
い わ さ き

﨑 有
ゆ き

紀 さ
ん

勤務先　小浜市社会福祉協議会

燃えろ！青春！部活道
　

若
狭
高
校
レ
ス
リ
ン
グ
部
キ
ャ
プ
テ
ン

の
田
中
く
ん
は
、
小
学
１
年
生
の
と
き
に
入

会
し
た
レ
ス
リ
ン
グ
ク
ラ
ブ
で
競
技
に
出

会
い
、
そ
の
奥
深
さ
に
魅
了
さ
れ
ま
し
た
。

　
「
試
合
で
は
、
相
手
と
組
み
合
っ
た
際
に
、

わ
ず
か
な
重
心
移
動
か
ら
次
の
攻
撃
を
予

測
し
た
り
、
フ
ェ
イ
ン
ト
を
か
け
て
体
勢

を
崩
さ
せ
た
り
と
い
っ
た
読
み
合
い
が
あ

る
。
自
分
の
狙
い
通
り
の
試
合
運
び
で
勝

て
た
と
き
が
一
番
う
れ
し
い
」

　

同
部
は
昨
夏
に
３
年
生
が
引
退
し
、
田
中

く
ん
が
唯
一
の
選
手
に
。「
対
人
練
習
の
相

手
が
い
な
く
て
困
る
こ
と
が
あ
る
」
と
不
利

な
環
境
で
も
、
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
や
顧
問
の
先

生
、
練
習
を
手
伝
っ
て
く
れ
る
Ｏ
Ｂ
の
３
年

生
ら
の
支
え
で
鍛
錬
を
続
け
、
11
月
に
行
わ

れ
た
県
新
人
戦
の
60
㌔
級
フ
リ
ー
ス
タ
イ
ル

で
は
、
見
事
２
位
に
入
賞
し
ま
し
た
。

　
「
同
年
代
に
は
、
ク
ラ
ブ
時
代
か
ら
全
く

敵
わ
な
い
選
手
や
、
す
で
に
北
信
越
な
ど

の
上
位
大
会
で
も
結
果
を
残
し
て
い
る
選

手
な
ど
、強
い
相
手
が
た
く
さ
ん
い
る
」
と
、

好
成
績
に
も
満
足
せ
ず
気
を
引
き
締
め
る

田
中
く
ん
。「
彼
ら
に
勝
て
る
よ
う
に
な
り

た
い
」
と
、
ラ
イ
バ
ル
た
ち
へ
の
闘
志
を

胸
に
、
今
日
も
練
習
に
励
ん
で
い
ま
す
。

レスリング部　キャプテン

（若狭高校 2年生）
田

た な か

中  陵
り ょ う が

雅 く
ん

ラ
イ
バ
ル
た
ち
に
負
け
な
い
選
手
に

らり！小浜人きらり！小浜人き

ほ
っ
と
一
息
つ
け
る
空
間
を
提
供
し
た
い

　

津
島
名
水
で
入
れ
た
コ
ー
ヒ
ー
の
香
り

が
漂
い
、
ゆ
っ
た
り
し
た
空
気
が
流
れ
る
店

内
。
勢
間
さ
ん
は
平
成
29
年
、
長
女
の
小
学

校
入
学
を
機
に
夫
の
地
元
で
あ
る
小
浜
へ

移
住
し
、
昨
年
７
月
に
ｋキ

ト

ｉ
ｔ
ｏ
ｃカ

フ

ェ

ａ
ｆ
ｅ

小
浜
店
（
清
滝
）
を
開
業
し
ま
し
た
。

　
「
落
ち
着
い
た
空
間
で
お
い
し
い
お
茶
や

お
菓
子
を
楽
し
み
、
ほ
っ
と
一
息
つ
い
て
気

持
ち
を
リ
セ
ッ
ト
。
私
に
と
っ
て
は
と
て
も

大
切
な
時
間
で
す
」と
い
う
勢
間
さ
ん
。「
お

客
さ
ん
に
も
そ
う
し
た
時
間
を
過
ご
す
場
を

提
供
し
た
い
と
思
い
、お
店
を
開
き
ま
し
た
」

　

同
店
の
名
前
は
、
勢
間
さ
ん
が
移
住
前
に

京
都
市
で
友
人
と
共
同
経
営
し
て
い
た
カ

フ
ェ
と
同
じ
。
勢
間
さ
ん
は
そ
の
理
由
を
、

「
京
都
の
お
店
は
、
鯖
街
道
の
終
点
、
出
町

商
店
街
の
そ
ば
で
友
人
が
今
も
営
業
中
。
鯖

街
道
つ
な
が
り
で
互
い
の
店
を
知
っ
て
も

ら
う
き
っ
か
け
に
な
れ
ば
」
と
話
し
ま
す
。

　
「
移
住
者
の
私
に
も
気
さ
く
に
声
を
か
け

て
く
れ
る
、
温
か
い
人
柄
が
小
浜
の
魅
力
」

と
い
う
勢
間
さ
ん
。「
３
月
に
開
か
れ
る
日

本
遺
産
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
（
Ｐ
７
参
照
）
で

は
カ
フ
ェ
を
出
店
し
ま
す
。
こ
の
機
会
に
ぜ

ひ
遊
び
に
き
て
、
気
軽
に
声
を
か
け
て
く
だ

さ
い
ね
」
と
笑
顔
で
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

k
キ ト カ フ ェ

itocafe 小浜店　店主

（41歳・千種２丁目）

勢
せ ま

間 暢
の ぶ こ

子 さ
ん
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ａｕショップ小浜
☎0800-7002298

■休館日

市立図書館 3 日㊋・10 日㊋・15 日㊐・17 日㊋・
24 日㊋・25 日㊌・31 日㊋

温水プール
2 日㊊・9 日㊊・16 日㊊・23 日㊊・
30 日㊊
※ 3 月 1 日㊐から通常営業再開予定

若狭図書学習
センター

2 日㊊・9 日㊊・16 日㊊・23 日㊊・
30 日㊊
※ 26 日㊍は 2F のみ休館

市民サービス
コーナー

15 日㊐・20 日㊎㊗
※22日㊐は機器のメンテナンスなど
　のため、マイナンバーカードの交付
　や継続などの手続きはできません

■休日当番医

※★印の当番医の日は、小児患者は、杉田玄白記念公立小浜病院（大
　手町）で小児科医が休日診療を行います

小浜市小浜広峰 55
☎ (0770)52-0748 ・FAX(0770)52-0853

第２・第４土曜と毎週日曜、祝祭日は
休業しています。
お電話でのご相談も承ります。

㈲杉田石材店

安心と信頼  地元の石屋さん
お墓ディレクター（1級）在籍
（日本石材産業協会登録第12-100024号） 

■子育て情報

催 し と き 内 容 と こ ろ・問 い 合 わ せ

ベビーキッチン※
6 日㊎
10 時〜11 時

親子でクッキングを楽しみましょう。
食文化館
問子育て支援センター☎ 56・3386

誕生会※
4 日㊌
10 時〜11 時

今月に誕生日を迎えるお友達のお祝いをし
ましょう。

子育て支援センター
問同☎ 56・3386

親子運動遊び※
13 日㊎
10 時〜11 時

お子さんと一緒に体を動かして遊びます。
親子でのふれあいを楽しみましょう。

おわかれ会※
18 日㊌
10 時〜11 時

4 月に保育園などに入園するお友達のお祝
いをしましょう。

子育てワイワイ広場
9 日㊊、23 日㊊
9 時 30 分〜 12 時

未入園児の親子に 2 階和室を開放してい
ます。交流の場としてどうぞ。

健康管理センター
 問同☎ 52・2222

母乳育児相談
9 日㊊、23 日㊊
10 時〜 11 時 30 分

助産師による母乳育児の相談です。体重・
哺乳量の測定も可能です。

スクスク元気っ子教室
17 日㊋
受付：10 時〜 10 時 30 分

離乳食の試食や相談、発育・発達、育児
など子育て相談。身体計測も可能です。

■体や心・生活の相談

相 談 名 と き 内 容 と こ ろ・問い合わせ

精神保健相談※
3日㊋、17 日㊋
9 時 30 分〜11 時 30 分

心の病気や、アルコール問題、認知症
に関する相談に精神科医が応じます。 若狭健康福祉センター

問同☎ 52・1300
エイズ・肝炎相談、検査

2日㊊、16 日㊊
9 時〜10 時 30 分

匿名で、エイズ・肝炎に関する検査や
相談（月〜金）を受けることができます。

こころの相談※
①毎週㊌10時〜16時
②毎週㊎12時〜17時

心の悩みを相談してください。
①市社会福祉協議会問同☎ 56・5802
②つみきハウス問同☎ 53・1190

心配ごと相談
11日㊌
13 時〜16 時

介護など生活での困りごとの相談に
応じます。

市社会福祉協議会
問同☎ 56・5802

人権相談
17日㊋
13 時〜15 時

悩みごと、心配ごとのある人は、気
軽に相談してください。

働く婦人の家
問福井地方法務局小浜支局☎ 52・0238

カフェ・ぽ〜れ
12日㊍
13 時 30 分〜15 時

認知症予防の活動や相談ができます 。
※参加費 100 円

若狭ふれあいセンター
問坂

さかがみ

上和
か ず よ

代さん☎ 090・5686・4147

おひさまカフェ
17日㊋
10 時〜12 時

認知症予防に関わる人たちの憩いの場です。
 ※参加費 100 円

ふるさと茶屋「清右ヱ門」
問 F

エフ

フォーラム武
む と う

藤さん☎ 090・2039・9705

■法律や行政・その他の相談

相 談 名 開 催 日 時 間 と こ ろ 問い合わせ

弁護士無料相談※ 3 日㊋ 13 時 30 分〜15 時 働く婦人の家 福井弁護士会☎ 0776・23・5255

出張年金相談※ 12 日㊍、26 日㊍ 10 時〜12 時、13 時〜15 時 文化会館４階 敦賀年金事務所☎ 0770・23・9905

行政相談 17 日㊋ 13 時 30 分〜14 時 30 分 市役所 1 階  101 会議室 市民協働課☎ 64・6009

高齢者専門相談（法律）※ 19 日㊍ 13 時〜16 時 県社会福祉協議会嶺南支所 同☎ 52・7833

結婚相談 19 日㊍ 9 時 30 分〜11 時 30 分
文化会館４階 子ども未来課☎ 64・6013

結婚相談（本人のみ） 28 日㊏ 13 時 30 分〜15 時 30 分

法律相談（消費生活トラブル）※ 26 日㊍ 14 時〜16 時 嶺南消費生活センター 同☎ 52・7830

赤い羽根相談会（法・税・登記など）※ 29 日㊐ 13 時〜 16 時 サン・サンホーム小浜 わかさリーガルパートナーズ
☎ 56・5533（平日 9 時〜 17 時）

※印のついた相談などは要予約です。相談は基本的に無料です。内容は変更される場合があります

各 種 相 談・ 休 館 日 な ど
※印のついた相談などは要予約です。相談は基本的に無料です。内容は変更される場合があります

※印のついた相談などは要予約です。相談は基本的に無料です。内容は変更される場合があります

1 日㊐　 ★小津外科医院（日吉） ☎ 52・0072

8 日㊐　 ★田中整形外科医院（千種一丁目） ☎ 52・6868

15 日㊐　 ★しんたにクリニック（駅前町） ☎ 64・5321

20 日㊎㊗ ★山手医院（山手一丁目） ☎ 53・5511

22 日㊐　 中山クリニック（多田） ☎ 56・5588

29 日㊐　 ★田中病院（遠敷十丁目） ☎ 56・5353

市役所 1 階の窓口（市民福祉課、高齢・障がい者元気支

援課、子ども未来課、税務課、環境衛生課、会計課）で

は、毎週金曜日（祝日・年末年始を除く）の執務時間を

18 時 30 分まで延長しています。

※市民福祉課では、マイナンバーカードに関する手続き・

　問い合わせについて、月・火・木曜日（祝日を除く）

　の窓口を 18 時 30 分まで延長しています

窓口の延長に
ついて



か
か
り
つ
け
医
に
一
度
相
談
す
る
こ
と
を
お
す

す
め
し
ま
す
。

骨
粗
し
ょ
う
症
の
対
策
と
予
防

　

対
策
と
予
防
に
は
、
習
慣
的
な
運
動
と
食

事
に
注
意
す
る
こ
と
が
重
要
で
す
。
運
動
は

週
２
～
３
回
、
20
分
程
度
の
散
歩
が
よ
い
と

さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
１
日
10
分
程
度
の

日
光
浴
も
有
効
で
、
体
内
で
ビ
タ
ミ
ン
Ｄ
が

活
性
化
さ
れ
骨
が
強
化
さ
れ
ま
す
。
食
事
で

は
カ
ル
シ
ウ
ム
の
多
い
煮
干
し
や
牛
乳
な
ど
と

と
も
に
、ビ
タ
ミ
ン
Ｄ
の
豊
富
な
シ
イ
タ
ケ
や
、

う
な
ぎ
を
食
べ
る
こ
と
も
お
す
す
め
で
す
。

薬
物
治
療
に
つ
い
て

　

す
で
に
転
倒
な
ど
に
よ
り
骨
折
を
し
て
い

る
人
や
骨
密
度
が
低
い
場
合
は
薬
物
治
療
が

必
要
に
な
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
定
期
的
に

内
服
が
必
要
と
な
り
ま
す
が
、
最
近
で
は
月

１
回
、
半
年
に
１
回
な
ど
の
注
射
製
剤
や
、

内
服
薬
も
錠
剤
や
ゼ
リ
ー
な
ど
さ
ま
ざ
ま

で
、
各
人
に
あ
わ
せ
た
治
療
が
可
能
で
す
。

⓱ 広報おばま　令和 2 . 3 広報おばま　令和 2 . 3 ⓰

　
　

  

生
活
の
と
び
ら

健
康

「
い
つ
の
ま
に
か
骨
折
」に

な
ら
な
い
た
め
に

杉
田
玄
白
記
念  

公
立
小
浜
病
院

■
問
い
合
わ
せ  

☎️
52
・
０
９
９
０

整

形

外

科

北き
た
で出 

誠ま
こ
と 

医
師

骨
粗
し
ょ
う
症
は
あ
り
ふ
れ
た
疾
患
？

　

骨
粗
し
ょ
う
症
と
は
、
骨
の
強
度
が
低

下
し
て
、
骨
折
し
や
す
く
な
る
病
気
の
こ

と
で
す
。
国
内
の
患
者
は
約
１
３
０
０
万

人
と
推
計
さ
れ
、
自
覚
症
状
が
な
い

こ
と
か
ら
、
治
療
を
受
け
て
い
る
人
は

２
０
０
万
人
に
満
た
な
い
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

骨
粗
し
ょ
う
症
に
伴
う
背
骨
（
椎
体
）

の
骨
折
発
生
率
は
50
代
か
ら
徐
々
に
増

加
し
、
脚
の
付
け
根
（
大
腿
骨
近
位
部
）

の
骨
折
に
関
し
て
は
70
歳
を
境
に
急
激
に

増
加
す
る
傾
向
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら
の

骨
折
に
伴
い
身
体
能
力
が
低
下
す
る
こ
と

が
多
く
、
介
護
が
必
要
と
な
る
主
な
原

因
の
ひ
と
つ
と
さ
れ
て
い
ま
す
。さ
ら
に
、

骨
粗
し
ょ
う
症
に
よ
る
骨
折
を
経
験
す

る
と
、
再
度
骨
折
す
る
リ
ス
ク
が
高
く

な
り
、
背
骨
や
脚
の
付
け
根
を
骨
折
し

た
人
は
死
亡
リ
ス
ク
も
高
く
な
り
ま
す
。

　

骨
粗
し
ょ
う
症
は
高
齢
女
性
の
疾
患

と
み
ら
れ
が
ち
で
す
が
、
男
性
で
も
、
特

に
糖
尿
病
や
慢
性
腎
不
全
を
患
っ
て
い
る

人
は
骨
折
の
リ
ス
ク
が
高
い
と
い
わ
れ
て

い
ま
す
。
検
査
や
予
防
な
ど
に
つ
い
て
、

便利で身近な公共交通
「あいあいバス」

4月 1日から
「バスターミナル」を供用開始

■問い合わせ　北陸新幹線・総合交通推進課☎ 64・6067

知ってほしい
、

役に立つ事業
をキリトリ！

市役所

お仕事ファイル

あ
い
あ
い
バ
ス
っ
て
？

　

平
成
14
年
４
月
か
ら
西
日
本
Ｊ
Ｒ

バ
ス
路
線
を
引
き
継
ぎ
、
市
内
を
走

る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
で
す
。

　

毎
日
運
行
５
路
線
、
隔
日
運
行
６

路
線
を
運
行
し
て
い
ま
す
。

　

運
賃
は
区
間
に
応
じ
て
１
０
０
円

〜
３
０
０
円
。
時
刻
表
は
市
庁
舎
３

階
の
北
陸
新
幹
線
・
総
合
交
通
推
進

課
窓
口
な
ど
で
配
布
し
て
お
り
、
市

公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲
載
し
て

い
ま
す
。

日
曜
日
の
利
用
は
予
約
が
必
要

　

日
曜
日
に
利
用
す
る
場
合
は
、
利

用
時
刻
の
１
時
間
前
ま
で
に
予
約
が

必
要
で
す
（
運
行
時
間
は
土
・
祝
日

と
同
じ
）。

　

た
だ
し
、「
午
前
９
時
ま
で
の
便
」

ま
た
は
「
５
人
以
上
で
の
利
用
」
の

場
合
は
、
前
日
の
午
後
５
時
ま
で
に

予
約
を
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

【
予
約
受
付
電
話
番
号
】

▼
泊
線
・
田
烏
線

三
福
タ
ク
シ
ー　

☎️
52
・
１
４
１
４

▼
小
屋
線
・
池
河
内
線

大
和
交
通　

☎️
56
・
３
３
３
３

４
月
か
ら
一
部
の
路
線
で

ダ
イ
ヤ
改
正
・
増
便
を
実
施

　

４
月
１
日
よ
り
、
Ｊ
Ｒ
小
浜
線
の

ダ
イ
ヤ
改
正
な
ど
に
合
わ
せ
て
、
あ

い
あ
い
バ
ス
の
運
行
ダ
イ
ヤ
を
一
部

変
更
、
増
便
を
実
施
し
ま
す
。

■
田
烏
線
・
泊
線

　

平
日
の
８
時
か
ら
10
時
の
間
の
一
部

　

運
行
ダ
イ
ヤ
が
７
分
遅
く
な
り
ま
す

■
池
河
内
線

　

土
・
日
・
祝
日
の
「
道
の
駅
」
発

　

10
時
28
分
と
「
池
河
内
」
発
13
時

　

34
分
の
便
を
増
便
し
、「
道
の
駅
」

　

発
17
時
55
分
の
便
の
運
行
ダ
イ
ヤ

　

が
５
分
早
く
な
り
ま
す

■
小
屋
・
谷
田
部
線

　

平
日
の
「
小
屋
」
６
時
54
分
発
の

　

運
行
ダ
イ
ヤ
が
10
分
早
く
な
り
ま
す

■
流
星
バ
ス

　
「
流
星
館
」
６
時
40
分
発
の
運
行

　

ダ
イ
ヤ
が
10
分
早
く
な
り
ま
す

※
詳
し
く
は
、
３
月
下
旬
に
全
戸
配
布

　

す
る
時
刻
表
を
確
認
し
て
く
だ
さ
い

　道の駅「若狭おばま」（和久里）に整備してきたバスター
ミナルを4月1日から供用開始します。
　施設には、４カ所のバス停留所と７台利用できる駐車場を
整備。バス停の位置も現在地から移動することで、利用者の
安全性、利便性が向上します。バスターミナルに発着するあ
いあいバスの便は下記のとおりです。

運行路線
平日 土・日・祝日

道の駅 発 道の駅 着 道の駅 発 道の駅 着

池河内線
12：25
16：00
17：35

  7：49
13：49
17：29

10：28
12：25
17：50

  7：49
12：16
14：13

小屋・谷田部線
12：15
14：30
16：15
17：30

10：25
13：50
16：05
17：21

12：25
16：25
17：55

  7：55
12：20

宮川線
（月・水・金） 14：08 9：35 ー ー

　ミネラルをはじめ、さまざまな栄養素を豊富に含むこ

とから、別名「海のミルク」とも呼ばれるカキ。今回の

食材めぐりは、若狭湾で養殖され、栄養とうまみをたっ

ぷり含んだ「若狭カキ」です。

　夏と冬の水温差が大きい若狭湾の環境は、カキの生育

に適しており、湾内でも特に波が穏やかな仏谷区・甲ケ

崎区を中心に養殖されています。

　湾の背後にそびえる山々から海へと注ぐ栄養豊富な水

や海底からの湧き水が、若狭カキをおいしく育てます。

　旬を迎える冬には、プリプリした食感の大きな身に

育った若狭カキが県内外の店頭に並び、鍋もの、カキフ

ライ、焼きガキ、蒸しガキなど幅広い料理で楽しまれて

います。

若狭カキ第
６
回

山・川・里・海の「旬」な恵みを食卓へ！

　ひとつひとつに愛情を込めて育てた若狭
カキ。味はくせがなくおいしいと評判で、
贈り物や家庭用にと、毎年購入されるお客
さんも多くいらっしゃいます。市内の民宿
や料理店などでもさまざまな料理を楽しめ
ますので、ぜひ一度足を運んでみて下さい。

【
生
産
者
の
思
い
】

■問い合わせ　農林水産課☎ 64・6024

御食国 若狭おばまの
食材めぐり

【写真】（上）若狭カキの炭火焼
き（左）出荷に向けて殻に付着
した他の貝を取り除いた若狭カ
キ



写真連載Life
輝く子どもたち

市公式 Facebook
地域の出来事などを
発信しています

数珠繰り（西小川・1月 18 日）

●令和元年度福井県広報コンクールの映像
部門で知事賞を受賞しました▶映像作品は
漁業と民宿にスポットを当てた「O

オ バ マ

BAMA 
F

フ ー ド

OOD C
キ ャ ラ バ ン

ARAVAN  未来を描くふたつの文
化」▶平成 29 年度の同コンクールでも知事
賞を受賞したシリーズの 3 作目で、映像美へ
のこだわりが評価されました▶You Tube で
公開していますので、ぜひご覧ください（竹）

●今季は過去に類を見ない暖冬となりました
▶本市で 1 月に積雪がなかったのは、記録を取
り始めて以来初の出来事だとか▶市内で季節
の草花撮影に出かけた 2 月 2 日には、積雪よ
りも早く咲いた梅の花が見られました▶その
後、2 月 7 日に今季初めて雪が積もった際には、
どこかホッとした気分に▶四季折々の風景がそ
こにある幸せを改めて感じた瞬間でした（池）

編 

集 

後 

記

人の動き（2月１日）

【人　口】29,165人  （前月比  -25人）
【世帯数】12,116世帯

【男性】 14,337人
【女性】 14,828人

【転入】28人   【転出】46人
【出生】27人   【死亡】34人

■
発
行
　
福
井
県
小
浜
市

　
　
　
　
〒
917
-8585　

小
浜
市
大
手
町
6
番
3
号

■
編
集
　
企
画
部
市
民
協
働
課
　
☎
64・

6009　
FA
X
53・

0742

■
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
　
https://w

w
w
1.city.obam

a.fukui.jp/
■
電
子
メ
ー
ル
　
kouhou@

city.obam
a.fukui.jp

■
印
刷
　
　
　
　
若
越
印
刷
（
株
）
小
浜
営
業
所

広
報
お
ば
ま

№
795　

令
和
2
年
2
月
25
日
（
火
）
発
行

読
み
や
す
い
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル

デ
ザ
イ
ン
フ
ォ
ン
ト
を
採
用




